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○申込期間 :2/1～2/20 ～先着順、申込制～

申込はコチラ >

…プログラム…

>講演 :「居場所を再考する～つなが り創出の視点から～」

講師 :守本 陽一さん

(一般社団法人ケアと暮らしの編集社 代表理事)

>事例報告 :

。松本 素子さん (ふらっと南湖 )

。高村 えり子さん (ママほぐ)

>交流会 :グループワーク

第 6回目を迎える地域の居場所づくり交流会は、 <つながり創出>という視点から居場所の意義を再

考します。近年、空き地での焚火イベントや「―箱古本市」など、まち中での偶発的な出会いから新

しい人間関係が生まれる事例を見かける機会が増えてきました。「居場所づくり=人と人のつながり創

出」と捉えれば、従来の常設型の居場所に加えて、公園などの公共空間や路上などを―時的に活用し

た取り組みも、居場所づくりと呼べるのではないでしょうか。

今回、講師としてお招きする守木さんは、兵庫県豊岡市で、一般社団法人ケアと暮らしの編集社代表

理事をはじめ、移動式屋台カフェやシェア型図書館の運営など、多岐にわたる地域活動を展開されて

います。守本さんは、英国で生まれた「社会的処方」というアイデアを参照しながら、薬を処方する

代わりに、人と人の出会いの場づくりを通して、住民の We‖―Beingを向上させる実践を続けていま

す。地域の居場所づくり交流会Ⅵでは、守木さんの講演と市内 2つの事例報告を聞いたうえで、「つな

がり創出のデザイン」という視点から居場所づくりの新しい可能性を探ります。

躙 ちがさきサポセン

○定

○対

員 :30名
象 :居場所運営に関心を寄せる市民、社会福祉法人職員、地域包括支援センター職員、

社会教育 。子育て支援 。多世代交流などに関心を寄せる自治体職員
・
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【主催】認定特定非営利活動法人 NPOサポートちがさき(ちがさき市民活動サポートセンター指定管理者)

【協力】茅ケ崎居場所づくリネットワーク
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守本 陽―さん介紹〓叩
ユ
ロ
ロ

彗再

1993年、神奈川県生まれ、兵庫県出身。家庭医。学生時代から医療者が

屋台を引いて街中を練り歩くYATAI CAFE(モバイル屋台 de健康カフェ)

や地域診断といつたケアとまちづくりに関する活動を兵庫県但馬地域で

行う。2020年 11月 に、一般社団法人ケアと暮らしの編集社を設立。社

会的処方の拠点として、商店街の空き店舗を改修し、シェア型図書館、本

と暮らしのあるところだいかい文庫をオープンし、運営している。YATAI

CAFEで 、まちづくり功労者国土交通大臣表彰受賞。共著に「ケアとまち

づくり、ときどきアー ト(中外医学社 )」
「社会的処方(学芸出版社 )」 など。

【事 例 報 告 団 体 紹 介】

ふらつと南湖 :松本 素子さん

○「南湖八ウス」は、「ふらつと南湖」代表の松本

素子さんの義母が遺した土地に築 65年の空き家を

新築し直す計画が持ち上がった時に、当時里親活動

をしていた松本さんが「子どものための福祉事業に

利用させてほしい」と親族を説得 して建てた家で

す。

○八ウス内には、広いリビング、ロフトのあるフリ

ースペース、ウッドデッキなどがあります。

02021年 7月末にオープンして、ユース(社会的

養護体験者)サロン、子どもサポーター勉強会、子

育てサロンを定期的に開催しています。

○まだ試験段階ですので「子どもや若者のため」と

いう軸は持ちつつ、地域の皆様に役立つ場になる活

動をしていきたいと思つています。

ママほぐ :高村 えり子さん

〇キーワー ドは「#孤育てをなくそう#安心して子

育てができるマチベ」。産後に孤独な
″
孤育て

″
を経

験したことから『お母さんの居場所』を作る必要性

を感じ、2017年ママほぐを設立しました。

○現在、ママほぐは①居場所を目的とした『ママほ

ぐ一リラクゼーシ∃ンとモノづくリー』②産後ケア

を目的とした『ママほぐ一産後カフェー』③子育て

中のお母さんのための学びを目的とした『ママほぐ

講座』これら 3つの事業を行つています。

○今年度「市民活動げんき基金」の採択をうけ、『茅

ヶ崎市の産後のお母さんのためのポータルサイ ト』

をスター トしました。ママほぐは、その活動を通し

て子育てママの居場所や、地域の方の笑顔を目指し

ています。

。参加申込フォームよりお申込みください(表面 QRコード、サポセンHP)
。受講される前日までにメールでZOOMミーティングの URLを送ります
。受講するにはインターネットに接続できるパソコンが必要です

(マイク・カメラ・スピーカー搭載のもの)

。希望される方には事前のZOOM視聴テストも可能です

■お壺込み。お固全せ■

ちがさき市民活動サポートセンター

丁el&Fax 0467-88-7546 区● s―center@pluto.plala.or.jp
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(一般社団法人ケアと暮らしの編集社 代表理事

/公立豊岡病院組合立出石医療センター総合診療科医員 )
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